斯くて、 部分的に は 在来の 文学 方法が 安泰と してい 

るのに、 作品 全体 を 貫く 方面に 於て、 即ち 構想と か 現 

実 整理と かの 方面に 於て、 在来の 文学 方法に 疑念が 持 

たれ、 それと 共に 素材の 力が 前面に 押出して きた、 と 

いうと ころに 問題が ある。 

多くの 読者 は、 現在、 文学作品 を 文学と して 鑑賞し 

ながら 読んで はいない。 そのうちで、 いろいろの 原因 

から 来る 作品の 質の 低下と 相俟って、 酷し い 現実 を紛 

ら すため の 娯楽 偸安 の 具と して 作品 を 読む 多数 者 の マ J 

と は、 茲 では 取上げない ことにして、 ただ、 作品のう 

ちに 何等かの 精神的 拠り所、 即ち 広い 意味で 一種の モ 
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